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◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
」（
寄
附
）
と
は

出
身
地
に
限
ら
ず
、
地
方
公
共
団

体
に
寄
附
し
た
場
合
、
５
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
翌
年
の
確
定

申
告
に
寄
附
金
の
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
、
個
人
住
民
税
の
所
得
割
額
の

10
％
を
限
度
と
し
て
所
得
税
と
合
わ

せ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

◆
寄
附
金
の
使
途

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

長
門
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
次

の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
自
然
環
境
や
景
観
の
保
全
に
関
す

る
事
業

○
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
に
関
す
る

事
業

○
６
次
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

◆
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
の
手
続
き

寄
附
申
込
書
を
長
門
市
役
所
企
画

政
策
課
ま
で
電
子
メ
ー
ル
（
フ
ァ
イ

ル
添
付
）、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等

に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
附

申
込
書
受
付
後
、
市
か
ら
入
金
に
必

要
な
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
所

定
の
金
融
機
関
等
か
ら
ご
入
金
く
だ

さ
い
。

※
寄
附
申
込
書
は
、
長
門
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
企
画
政
策

課
ま
で
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。（
市
役
所
・
各
支

所
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。）

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.n
a
g
a
to
.ya
m

a
g
u
c
h
i.jp
/

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fu
ru
sa
to
@
c
ity.n
a
g
a
to
.lg
.jp

◆
長
門
ふ
る
さ
と
便
（
お
礼
）

市
外
在
住
者
で
１
万
円
以
上
の
寄

附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
長

門
ふ
る
さ
と
便
と
し
て
、
長
門
市
の

特
産
品
（
６
次
産
品
）
を
１
点
お
届

け
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
産
品
を
ご

賞
味
い
た
だ
き
、
そ
の
良
さ
を
応
援

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
産
品

仙
崎
か
ま
ぼ
こ
等
「
水
産
加
工
品

詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」、
長
州
赤

ど
り
「
た
た
き
セ
ッ
ト
」、
長
州

ど
り
「
焼
き
鳥
セ
ッ
ト
」、
長
門

和
牛
「
す
き
や
き
用
」、
野
菜
な

ど
「
長
門
の
味
セ
ッ
ト
」、
鶏
卵

せ
ん
べ
い
な
ど
「
菓
子
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
」、
お
米
（「
長
門
大
津

穂
垂
米
」、「
楊
貴
妃
の
夢
」
か
ら

選
択
）

◆
応
援
の
呼
び
か
け
を

市
外
に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い

の
方
々
へ
の
「
ふ
る
さ
と
長
門
市
へ

の
寄
附
」
の
呼
び
か
け
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課

企
画
調
整
係
　
TEL
23
‐
１
１
１
６

◆寄附金の使途

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
、
個
人
住
民
税
の
一
部
を
応
援
し
た
い
自

治
体
に
納
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
で
も
、「
長
門
市
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
受
付
を
始
め
て
い
ま
す
。
長
門
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
や
長
門

市
が
大
好
き
な
方
な
ど
に
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
長
門
市
へ
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜税金の控除例＞
給与収入７００万円で４人家族（夫婦＋子ども２人）
の場合
・個人住民税（所得割額）： 293,500円
・所得税の限界税率：10％
■長門市へ４０，０００円寄附した場合
５千円を超える３万５千円が控除の対象となります。

※控除対象額は、所得や家族構成によって一人ひとり
異なりますので、詳細についてのお問い合わせは、お
住まいの市区町村税務担当窓口にお願いします。税制
度全般についてのお問い合わせは、長門市役所税務課
市民税係(TEL 23-1124)まで。
※控除を受けるためには、確定申告が必要です。

◆
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に

ご
注
意
を
！

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
か
た

っ
た
寄
附
の
強
要
や
詐
欺
行
為

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

長
門
市
で
は
申
込
を
い
た
だ
い

た
方
以
外
に
振
込
等
の
入
金
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。



地
震
に
よ
る
建
築
物
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
比
較
的
古
い
木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
現

行
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
築
物
の
耐
震
改
修
を
計
画
的
に
進
め
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
「
長
門
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
建
築
物
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
に
つ
い
て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
現
行
の

建
築
基
準
法
の
構
造
基
準
（
以
下
「
現
行

基
準
」
と
い
う
。）
を
満
た
し
て
い
な
い
昭

和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物

に
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
多
く
発
生
し
、
人

的
に
も
大
き
な
災
害
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
建
築
物
を
、
現
行
基
準
と
同
等

の
耐
震
性
能
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
７
年
10
月
に
「
建
築
物
の
耐
震
改
修

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

計
画
の
目
的

そ
の
後
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
な
ど
、
近
年
、
各
地
で
大

規
模
な
地
震
が
群
発
し
た
た
め
、
地
震
に

よ
る
被
害
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的

に
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
よ
り
一
層
促
進

す
る
必
要
性
か
ら
、
平
成
17
年
11
月
に
耐

震
改
修
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
山
口
県
に

お
い
て
も
山
口
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
長
門

市
に
お
い
て
も
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策

定
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
現
行

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
築
物
の
耐
震

改
修
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
、
長

門
市
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
改
修
の
必
要
性

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
８
割
以
上
が
、
建
物

の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
が
原
因
で
し
た
。

ま
た
、
神
戸
市
内
で
は
、
地
震
が
起
き

た
直
後
の
約
15
分
以
内
に
全
体
の
92
％
の

人
が
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
わ
か
る

こ
と
は
、
地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
、
構
造

的
に
弱
い
住
宅
か
ら
逃
げ
出
す
の
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

建
築
基
準
法
の
耐
震
基
準
は
昭
和
56
年

に
大
き
く
改
定
さ
れ
、
こ
れ
を
「
新
耐
震

基
準
」
と
言
い
、
こ
の
基
準
で
き
ち
ん
と

建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
も
大
き
な
被
害
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
家

は
、
地
震
に
対
す
る
強
さ
の
チ
ェ
ッ
ク

（
耐
震
診
断
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

耐
震
診
断
と
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前

に
着
工
さ
れ
た
建
物
が
、「
新
耐
震
設
計
基

準
」
と
比
べ
て
、
ど
こ
を
補
強
す
れ
ば
よ

い
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

耐
震
診
断
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
一

般
診
断
」
と
「
精
密
診
断
」
が
あ
り
ま
す
。

●
一
般
診
断
法

一
般
診
断
法
と
は
、
大
地
震
に
よ
り
住

宅
が
倒
壊
す
る
可
能
性
が
ど
の
程
度
か
を

判
定
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
、
耐
震
改
修

工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
も
の

で
す
。

倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
場
合
に
は
、

補
強
等
の
耐
震
改
修
工
事
の
検
討
を
更
に

行
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
一
般
診
断

法
は
、
精
密
診
断
法
に
比
べ
る
と
簡
易
に

行
え
る
の
が
特
徴
で
、
建
物
の
内
外
装
を

は
が
さ
な
い
「
非
破
壊
調
査
」
に
よ
る
調

査
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

●
精
密
診
断
法

精
密
診
断
法
と
は
、
補
強
の
必
要
性
が

高
い
も
の
に
つ
い
て
、
建
物
の
内
外
装
の

一
部
を
は
が
し
た
上
で
の
詳
細
な
現
地
調

査
に
も
と
づ
き
、
耐
震
改
修
工
事
の
最
終

的
な
判
断
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。
診
断

を
行
う
人
は
、
や
や
高
度
な
建
築
に
関
す

る
知
識
、
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
耐
震
改
修
」
と
は
、
耐
震
診
断
の
結

果
に
も
と
づ
い
て
、
建
物
の
地
震
に
耐
え

る
力
を
高
め
る
た
め
に
行
う
建
物
の
補
強

工
事
等
の
こ
と
で
す
。
耐
震
補
強
に
要
す

る
工
事
費
は
住
宅
の
建
築
年
代(

古
さ)

、

規
模
、
補
強
工
法
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
参
考
ま
で
に
静
岡
県
の
調
べ
で
は
、

補
強
工
事
費
の
平
均
費
用
は
178
万
円
と
い

う
こ
と
で
す
。
耐
震
診
断
に
基
づ
く
補
強

計
画
に
応
じ
て
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
基
礎
の
補
強

●
筋
か
い
を
入
れ
た
り
、
構
造
用
合
板
を

張
っ
て
強
い
壁
を
増
や
す

●
壁
の
量
を
増
や
し
、
か
つ
、
釣
り
合
い

を
よ
く
配
置
す
る

計
画
の
目
標

長
門
市
の
耐
震
化
の
現
状
は
、
住
宅
で

約
55
％
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物

等
で
約
60
％
と
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

計
画
で
は
、
国
・
県
の
基
本
方
針
か
ら
、

住
宅
は
約
90
％
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る

建
築
物
等
は
約
80
％
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
目
標
数
値
は
定

期
的
に
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
概
要

市
で
は
、『
耐
震
診
断
』、『
耐
震
改
修
』

を
実
施
さ
れ
る
人
に
対
し
て
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
建
築
物

市
内
に
あ
る
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

■
補
助
の
要
件

所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
補
助
金
額
　

【
耐
震
診
断
】
費
用
の
３
分
の
２

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
上
限
額
４
万
円

※
耐
震
診
断
費
用
（
一
般
診
断
）
４
万
円

〜
８
万
円
程
度

（
状
況
に
よ
り
費
用
は
異
な
り
ま
す
）

【
耐
震
改
修
】
費
用
の
３
分
の
２

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

上
限
額
60
万
円

■
申
込
み
方
法

補
助
対
象
と
な
る
条
件
を
確
認
後
、
都

市
建
設
課
に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い

■
募
集
戸
数

【
耐
震
診
断
】
５
戸

【
耐
震
改
修
】
１
戸
　

■
募
集
期
間

平
成
20
年
７
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
１

日
（
月
）（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い
場
合

は
、
随
時
募
集
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
役
所
　
都
市
建
設
課
　
管
理
係

TEL
23
‐
１
１
４
７

ま
た
は
建
築
係

TEL
23
‐
１
１
４
９

耐
震
診
断
と
は

耐
震
改
修
と
は

※写真はイメージです
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６
月
20
日
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
助
細

動
器
）
の
贈
呈
式
が
日
置
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ヤ
マ
ネ
鉄
工
建
設
株

式
会
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
全
小
中
学
校
と
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
、
そ
し
て
体
育

協
会
に
計
19
台
の
寄
附
を
申
し
出
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
で
は
代
表
取
締
役
の
山
根
正
寛
さ
ん
が
児
童
に
「
機
械

に
描
い
て
あ
る
ハ
ー
ト
は
や
さ
し
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
や
さ
し
さ
を
見
つ
け
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
林
市
長
が
山
根
さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
り
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

消
え
そ
う
な
命
を
つ
な
ぐ

Ａ
Ｅ
Ｄ
19
台
の
贈
呈
式

６
月
14
日
、
俵
山
頭
振
川
み
ど
り
の

砂
防
公
園
駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

手
づ
く
り
ほ
た
る
祭
り
in
俵
山
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

祭
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も

豪
華
な
景
品
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
が
暮
れ
る
と
、
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
が
ホ
タ
ル
観
賞
に
向
い
ま
し
た
。
観
賞
会
場
と
な
っ
た

七
重
河
川
プ
ー
ル
で
は
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
参

加
者
は
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
！
当
た
っ
た
！

ほ
た
る
祭
り
in
俵
山

５
月
25
日
、
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
で
「
第
４
回
長

門
市
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
38
チ
ー
ム
約
300
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

長
門
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
よ
る
講
習

の
後
、
小
学
生
４
・
５
年
の
部
、
６
年
の
部
、
一
般
男
子
の
部
・
女
子
の
部
に
分

か
れ
て
ゲ
ー
ム
開
始
。
選
手
達
は
腰
に
付
け
た
２
本
の
タ
グ
を
取
っ
た
り
取
ら
れ

た
り
し
な
が
ら
だ
円
形
の
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
コ
ー
ト
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
タ
ッ
ク
ル
が
な
く
、
危
険
性
が
低
い
た
め
性
別
や
年
齢
、
足

の
遅
い
早
い
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

日
は
下
関
市
や
下
松
市
、
岡
山
市
な
ど
市
外
か
ら
の
参
加
も
多
数
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

だ
円
の
ボ
ー
ル
で
交
流
の
輪

長
門
市
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
祭

６
月
15
日
、
三
隅
中
湯
免
の
香
月
泰

男
美
術
館
周
辺
で
「
三
隅
ハ
ー
ブ
を
愉

し
む
日
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
タ
イ
ム
、
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
な
ど
約
120
種
類
の
ハ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
美
術
館
横

の
ハ
ー
ブ
園
で
は
ハ
ー
ブ
の
摘
み
取
り
や
ハ
ー
ブ
園
ス
ケ
ッ
チ

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
た
く
さ
ん
の
ハ
ー
ブ
を
観
賞
し
な

が
ら
あ
ふ
れ
る
香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内

で
は
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
や
ハ
ー
ブ
苗
、
ハ
ー
ブ
グ
ッ
ズ
の
販
売
の

ほ
か
新
鮮
野
菜
や
う
ど
ん
、
焼
き
鳥
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

み
す
み
ハ
ー
ブ
を
愉た

の

し
む
日

あ
ふ
れ
る
香
り
を
満
喫

６
月
７
日
、
く
じ
ら
資
料
館
で
「
川
尻
捕
鯨
絵
図
」

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
川
尻
捕
鯨
絵
図
」
は
、
油
谷
川
尻
地
区
で
行

わ
れ
て
い
た
明
治
時
代
の
捕
鯨
の
様
子
を
色
紙
に
描
い

た
も
の
で
、
終
戦
後
に
海
外
へ
持
ち
出
さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
後
日
本
鯨
類
研
究
所
を
経
由
し
て
こ
の
ほ
ど
長
門
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、
同
研
究
所
顧
問
の
大
隅
清
治
さ
ん
が
「
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、

歴
史
的
価
値
も
高
い
。
北
浦
捕
鯨
研
究
の
今
後
の
発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
松
林
市
長
は
「
捕
鯨
の
様
子
が
う
か
が
え
る
大
変
貴
重
な
資
料
。
大

切
に
保
管
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
く
じ
ら
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
絵

図
は
全
部
で
16
点
。
絵
図
は
同
館
に
展
示
さ
れ
、
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
ふ
る
さ
と
へ
里
帰
り

川
尻
捕
鯨
絵
図
贈
呈
式



５
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
僕
達
は

修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
僕
は
こ
の

京
都
の
旅
を
今
か
今
か
と
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。

旅
行
の
初
日
は
、
京
都
の
散
策
で
す
。

僕
が
行
っ
た
の
は
、
龍
安
寺
、
金
閣
寺
、

清
水
寺
の
３
つ
で
す
。
碁
盤
の
目
の
よ

う
だ
と
言
わ
れ
る
道
は
、
わ
か
り
や
す

い
は
ず
な
の
で
す
が
、
交
通
量
が
多
く

不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

班
員
の
協
力
で
、
計
画
ど
お
り
訪
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
清
水
の

舞
台
は
、
釘
が
１
本
も
使
わ
れ
て
お
ら

ず
人
間
の
偉
大
な
技
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
は
、
京
都
の
町
が
一
望
で
き
、
歴
史

の
流
れ
を
味
わ
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

た
扇
子
づ
く

り
の
体
験
学

習
で
す
。
扇

子
が
か
も
し

出
す
和
の
魅

力
を
感
じ
る

た
め
「
京
扇

堂
」
に
行
き

ま
し
た
。
扇

形
に
カ
ッ
ト

さ
れ
た
用
紙

に
鉛
筆
で
下

絵
を
か
き
、
色
を
塗
り
ま
す
。
世
界
に
１

つ
し
か
な
い
セ
ン
ス
の
良
い
扇
子
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
京
都
学
び
の
旅
は
、
僕
の
心
に
深

く
残
る
思
い
出
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

通 中学校

学
び
多
き
修
学
旅
行

※
仕
事
は

５
月
か
ら
長
門
時
事

新
聞
社
の
記
者
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚

え
、
足
を
使
っ
て
積
極
的
に
取

材
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

※
ど
ん
な
記
者
に

人
が
知
り
た

い
と
思
う
情
報
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
知
っ
て
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
隠
れ
情
報
や
、

若
い
人
が
読
み
た
く
な
る
よ
う

な
記
事
を
書
き
た
い
で
す
。
自

分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ナ
ー
も

持
っ
て
み
た
い
で
す
ね

※
趣
味
は
　
温
泉
巡
り
で
す
。
暇

を
見
つ
け
て
は
体
を
癒
し
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
海
で
泳
ぐ
の

も
好
き
で
す
。
今
年
の
夏
は
サ

足
を
使
っ
て

頑
張
り
ま
す
！

森信
も り の ぶ

卓也
た く や

さ ん
（株）長門時事新聞社　勤務

ー
フ
ィ
ン
に
も
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

※
結
婚
は

ま
だ
ま
だ
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
30
歳
ま
で
に
は
し

た
い
で
す
ね

※
自
由
に
一
言
　
こ
れ
か
ら
「
元

気
良
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

取
材
に
お
伺
い
し
た
際
は
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一緒にスポーツを
楽しみませんか

山田
や ま だ

直喜
な お き

さ ん

通中学校 ３年

長門スポーツ愛好会フラワー
代表／上田正明さん

「
長
門
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
『
フ
ラ

ワ
ー
』」
は
、
障
害
者
と
健
常
者
が

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
事
を

目
的
と
し
た
ク
ラ
ブ
と
し
て
平
成

17
年
９
月
に
設
立
し
、
現
在
22
名

の
会
員
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
更
生
施
設
あ
け
ぼ

の
園
内
の
地
域
交
流
ホ
ー
ム
で
毎

月
１
回
程
度
、
主
に
ペ
タ
ン
ク
や

風
船
バ
レ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
山
口
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
正
会
員
と
し
て
山
口
県

の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
の
た

め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
で
は
た
だ
い
ま
一
緒

に
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
あ
な
た
も
輝
い
て
み

ま
せ
ん
か
！

・
連
絡
先
　
32
‐
１
６
８
８

（
あ
け
ぼ
の
園
内
　
担
当：

上
田
）

・
練
習
日
時
　
毎
月
１
回
（
土
曜

日
か
日
曜
日
）

13：

30
〜

楽
し
み
な
調
理
実
習

「
わ
あ
、
お
っ
き
い
。
い
っ
ぱ
い
で
き

た
ね
え
。」

６
月
９
日
、
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
し
ま

し
た
。
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
玉
ね
ぎ

が
で
き
、
給
食
や
調
理
実
習
で
食
べ
ま

す
。
玉
ね
ぎ
の
あ
と
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
５
・
６
年
生
は
、

総
合
の
学
習
で
、
田
屋
ナ
ス
・
白
オ
ク

ラ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
を
植
え
ま
し

た
。
去
年
は
、
田
屋
ナ
ス
を
一
人
10
本

ず
つ
育
て
て
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
大
き
な

ナ
ス
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

ナ
ス
を
使
っ
て
、
マ
ー
ボ
ー
ナ
ス
・
み

そ
汁
・
ナ
ス
カ
レ
ー
・
ナ
ス
ピ
ザ
を
み

ん
な
で
作
っ
て
、
レ
シ
ピ
に
ま
と
め
ま

し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

今
年
も
今
か
ら
調
理
実
習
が
楽
し
み

で
す
。
マ
ー
ボ
ー
ナ
ス
は
ま
た
作
り
た

い
し
、
ト
マ
ト
ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ
、
す

の
も
の
や
ゴ
マ
あ
え
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

料
理
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。
で
も
、
オ

ク
ラ
は
私
は
苦
手
な
の
で
、
ど
う
し
よ

う
か
な
と
迷
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

み
ん
な
で
小
さ

な
田
ん
ぼ
も
作

っ
た
の
で
、
お

米
が
で
き
た
ら

み
ん
な
で
、
お

む
す
び
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
け
た

ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

田屋ナス定植の様子

中 村
な か む ら

有 希
ゆ き

さ ん

大畑小学校 ６年

大畑小学校

・
・
・



■
日
時
　
７
／
21
（月）

■
場
所
　
通
小
浦
埋
立
地
ほ
か

第
30
回
記
念
和
船
競
漕
大
会

９：

00
〜

古
式
捕
鯨
実
演

11：

00
〜

通
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
の
古
式

捕
鯨
を
、
全
長
13
・
５
ｍ
の
く

じ
ら
船
を
使
っ
て
再
現
し
ま
す

通
く
じ
ら
唄
演
奏

12：

00
〜

青
海
島
体
験
航
海
（
雨
天
中
止
）

13：

30
〜
　
14：

30
〜

芸
能
シ
ョ
ー

20：

00
〜

そ
の
他

古
式
捕
鯨
実
演
終
了
後

に
く
じ
ら
汁
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
（
先
着
300
人
分
）

■
参
加
者
募
集

・
青
海
島
体
験
航
海

各
便
30
人
（
参
加
無
料
）

・
申
込
期
限

７
／
11
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

通
公
民
館
　
TEL
28
‐
０
０
０
８

女優　真 屋
ま や

順 子
じ ゅ ん こ

1942年大分県日田市生まれ。
レヴューに憧れて松竹音楽学
校に入学後、松竹歌劇団に入
団。歌と踊りに満足できず、
61年に俳優座養成所に入所。
その後、77年から始まったテ
レビ「欽ちゃんのどこまでや

るの」の妻役で一躍人気者に。77年度京都市民映
画祭テレビ映画部門女優賞を受賞。80年、夫(高
津住男)と劇団「樹間舎」を結成。2000年、音楽
会の司会中に脳出血で倒れ、３ヶ月の入院後、懸
命のリハビリにより02年から詩・小説・戯曲の朗
読・司会・講演などに復帰。03年、倒れてからの
心の風景を日記スタイルで綴った『ありのまま、
そのままに生きる』を出版。現在、リハビリに専
念しながら夫：高津住男と二人三脚の講演活動行
い、いのち・健康・福祉・家族の絆・自殺・人
権・等々について語り続けている。

俳優・演出家　高 津
た か つ

住 男
す み お

1936年生まれ。55年劇団「青俳」に入る。61年
映画「あれが港の灯だ」でデビュー。以後「黒部
の太陽」、テレビ「赤い殺意」、「なかよしケンちゃ
ん」などケンちゃんシリーズに出演。79年「青俳」
退団後、劇団「樹間舎」を設立。俳優及び演出家
として活躍する。

●と　き　８月３日（日）13時30分～
●ところ　ラポールゆや　大ホール
●入場料　無 料（入場整理券が必要です）
13：30～13：40 開会行事
13：40～14：20 コンサート

二胡
に こ

奏者　王
おう

丹
たん

さん　『弦姫＝tsuruhime=』
14：35～16：05 講演

・講師　真 屋
ま や

順 子
じ ゅ ん こ

さん（女優）

高 津
た か つ

住 男
す み お

さん（俳優・演出家）夫妻
・演題 『ありのまま、そのままに生きる 』

●申し込み　７月１日（火）から整理券を配布します。教育委員会生涯学　
習スポーツ振興課・各公民館・図書館・日置農村環境改善セ
ンターで申し込みください。締め切りは７月１８日（金）で
すが、定員になり次第申し込みを締め切ります。

●そ の 他　市役所本庁南側駐車場・三隅農業者トレーニングセンター・
日置農村環境改善センターから無料バスを運行します。
また、託児（要申込／保険代100円）もあります。

●問い合わせ　長門市教育委員会　生涯学習スポーツ振興課
生涯学習係　TEL ２３‐１２５９

人権に関わる問題への理解と認識を深め、さらに人権問題の解決
を自らの課題として受け止め、人権尊重の生き方を全市民に広めて
いくことをめざして、「長門市人権フェスティバル」を開催します。

二胡奏者　王
おう

丹
たん

中華人民共和国遼寧省丹東市生
まれ。中国民謡歌手である母の
影響により、８歳から二胡を習
い始める。幼い頃より数々のコ
ンクールに出場し、中国遼寧省
丹東楽器コンクール指導教師最
優秀賞受賞など、優秀な成績を

収める。現在、「王丹二胡アカデミー｣の講師とし
て山口県各地と広島で生徒を指導する傍ら、ＣＤ
アルバム『弦姫＝tsuruhime＝』をリリース、コ
ンサートや各イベントなどで演奏活動を行う。

市
で
は
乳
幼
児
、
母
子
家
庭
の
み

な
さ
ん
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
受
給
を
希
望
さ
れ
る
人
は
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
は
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
期
間

７
／
１
（火）
〜
22
（火）

■
手
続
場
所

・
本
庁
地
域
福
祉
課

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
各
出
張
所

■
対
象

・
乳
幼
児

義
務
教
育
就
学
前
児
童

で
20
年
度
の
父
母
の
市
民
税
所
得

割
額
（
税
額
控
除
前：

配
当
控
除
、

外
国
税
額
控
除
、
調
整
控
除
）
の

合
算
額
が
１
３
６
、
７
０
０
円
以

下
の
世
帯

・
母
子
家
庭

母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
児
童
、
父
母
の
い
な
い
児
童
で

20
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
が
非

課
税
の
世
帯

■
そ
の
他

・
申
請
に
は
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証

が
必
要
で
す

・
乳
幼
児
医
療
は
電
子
申
請
で
も
更

新
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
長
門
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
や
ま
ぐ
ち

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
れ
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
り
広
報
番
組
を
ほ
っ

ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
放
映
し
ま
す
。

■
番
組
タ
イ
ト
ル

『
ボ
ク
の
居
場
所
』

■
放
映
日

７
／
17
（木）
・
22
（火）

■
放
映
時
間
（
30
分
番
組
）

６：

00
〜
、
７：

00
〜
、
９：

00
〜
、

11：

00
〜
、
13：
00
〜
、
15：

00
〜
、

17：

00
〜
、
19：
00
〜
、
21：

00
〜
、

23：

00
〜

■
そ
の
他

７
月
中
は
こ
の
日
以
外
に
も
随
時

放
映
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５

乳
幼
児
、
母
子
家
庭

福
祉
医
療
費
助
成

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

夏
休
み
ク
ジ
ラ
の
歴
史
を

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
〜
ツ
ア
ー

捕
鯨
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
長
門

市
と
下
関
市
で
は
、
鯨
文
化
や
捕
鯨

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

を
行
い
、
鯨
を
通
じ
た
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
下
関
・
長
門

鯨
文
化
交
流
事
業
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
下
関
市
の
捕
鯨
に

関
す
る
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
、

親
子
で
下
関
の
く
じ
ら
文
化
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

８
／
10
（日）９：

00
〜
18：

00

■
集
合
時
間
／
場
所

８：

50
／
市
役
所
南
側
駐
車
場

■
見
学
場
所

第
25
利
丸
（
捕
鯨
船

／
下
関
港
）、
海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
、

下
関
市
立
水
族
館
「
海
響
館
」

■
参
加
料
（
昼
食
代
含
む
）

・
大
　
人
　
１
、
７
０
０
円

・
子
ど
も
　
１
、
３
０
０
円

■
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
保
護
者
１
名
に
対
し

子
ど
も
は
何
人
で
も
可
）

■
募
集
人
員

40
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
ま
た
は
学
年
を
記
入

の
う
え
事
務
局
に
郵
送

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３

納
付
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
が
承
認

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と

し
た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
、
失
業
さ
れ
た
人
の
所
得
を
除
外

し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
免
除
該
当
期
間

平
成
20
年
７
月

分
〜
平
成
21
年
６
月
分

■
申
請
期
間

平
成
20
年
７
／
１
（火）

〜
平
成
21
年
７
／
31
（金）

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

TEL
23
‐
１
１
２
９

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
５

■
申
込
期
限

７
／
18
（金）
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
水
産
課
内

下
関
・
長
門
鯨
文
化
交
流
事
業

推
進
協
議
会
事
務
局

TEL
23
‐
１
１
４
５

平
成
20
年
度
教
科
書
展
示
会

■
期
間
　
７
／
30
（水）
ま
で

９：

00
〜
17：

00

※
月
曜
日
は
除
く

■
会
場
　
長
門
市
立
図
書
館

■
展
示
教
科
書

・
平
成
20
年
度
使
用
小
学
校
教
科
書

・
平
成
20
年
度
使
用
中
学
校
教
科
書

・
平
成
21
年
度
使
用
高
等
学
校
教
科

書
見
本
等

■
問
い
合
わ
せ
　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係

23
‐
１
２
５
８



かまぼこ板にメッセージを記入し、巨大モザイク画を製作す
るプロジェクトMは今回で６回目。今年は仙崎駅舎内に金子み
すゞさんの詩の風景が広がります。
■記入期間　６月下旬～ ■板枚数　約20,000枚
■記入場所　金子みすゞ記念館、JR仙崎駅・長門市駅他
■完成予定　11月上旬

平
成
20
年
度

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー

人
権
に
関
わ
る
問
題
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
人
権
尊
重
の
生
き
方

を
地
域
や
職
場
に
広
め
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
、
今
年
も
「
人
権
教
育
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
24
（木）14：

00
〜
16：

00

■
場
所

長
門
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

■
内
容

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
視
聴
お

よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
定
員

50
人

■
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

通
学
し
て
い
る
人

■
受
講
料

無
料

■
申
込
方
法

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
図
書
館
、
各
公
民
館
、

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出

■
申
込
期
限

７
／
11
（金）

■
そ
の
他

当
日
は
市
役
所
本
庁
南

側
駐
車
場
、
三
隅
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
日
置
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
油
谷
支
所
か

ら
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
　

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
生
涯
学
習
係

TEL
23
‐
１
２
５
９

こ
ど
も
文
化
パ
ス
ポ
ー
ト

長
門
市
、
下
関
市
、
北
九
州
市
に

は
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
楽
し
く
学

び
な
が
ら
遊
べ
る
施
設
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
期
間
中
「
こ
ど
も
文
化

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
提
示
す
る
と
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
無
料
で
入
場
（
海
響

館
は
平
常
開
館
時
入
館
料
の
半
額
、

帆
柱
ケ
ー
ブ
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の

利
用
料
金
の
半
額
）
で
き
ま
す
。

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用
し
て
笑

顔
で
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

７
／
19
（土）
〜
８
／
31
（日）

■
対
象
　
長
門
市
、
下
関
市
、
北
九

州
市
お
よ
び
北
九
州
市
都
市
圏
に

在
住
も
し
く
は
在
校
し
て
い
る

小
・
中
、
特
別
支
援
学
校
の
児

童
・
生
徒
と
３
歳
児
以
上
の
幼
稚

園
・
保
育
園
等
の
幼
児

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
布
方
法

市
内
各
小
・
中
学
校
お
よ
び
幼
稚

園
・
保
育
園
等
を
通
じ
て
配
布

■
対
象
施
設

長
門
市

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
／
く
じ
ら
資

料
館
／
村
田
清
風
記
念
館
／
香
月

泰
男
美
術
館

下
関
市

海
響
館
（
平
常
開
館
時
入
館
料
の

半
額
）
／
下
関
市
立
美
術
館
／
長

府
博
物
館
／
考
古
博
物
館
／
土
井

ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
／
烏
山
民
族
資
料
館
／
豊
田
ホ

タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／
長
府

庭
園
／
長
府
毛
利
邸
／
つ
の
し
ま

自
然
館
／
旧
下
関
英
国
領
事
館
／

下
関
市
豊
田
農
業
公
園
「
み
の
り

の
丘
」
／
道
の
駅
「
き
く
が

わ
」
／
下
関
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
／
豊
田
湖
畔
公
園
／
道
の
駅

「
蛍
街
道
西
ノ
市
」
／
下
関
市
菊
川

自
然
活
用
村

北
九
州
市

九
州
鉄
道
記
念
館
／
海
峡
ド
ラ
マ

シ
ッ
プ
／
旧
門
司
三
井
倶
楽
部
／

旧
大
阪
商
船
／
門
司
港
レ
ト
ロ
展

望
室
／
出
光
美
術
館
／
白
野
江
植

物
公
園
／
門
司
麦
酒
煉
瓦
館
／
小

倉
城
／
北
九
州
市
立
小
倉
城
庭

園
／
松
本
清
張
記
念
館
／
北
九
州

市
立
文
学
館
／
水
環
境
館
／
北
九

州
市
立
美
術
館
分
館
／
ゼ
ン
リ
ン

地
図
の
資
料
館
／
福
祉
用
具
プ
ラ

ザ
北
九
州
／
到
津
の
森
公
園
／
山

田
緑
地
／
北
九
州
市
ほ
た
る
館
／

平
尾
台
自
然
の
郷
／
総
合
農
事
セ

ン
タ
ー
／
読
売
新
聞
北
九
州
市
工

場
／
響
灘
緑
地
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
／
脇
田
海
釣
り
桟
橋
／
エ
コ
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
／
白
島
展
示
館
／

帆
柱
ケ
ー
ブ
ル
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
利
用
料
金
の
半
額
）
／
い
の
ち

の
た
び
博
物
館
／
環
境
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
／
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
児
童
文
化
科
学

館
／
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記
念

館
／
子
ど
も
の
館
／
北
九
州
市
立

美
術
館
／
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
歴
史
資
料
館

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

長
門
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
い
て
育
児
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
行
い
た
い
人
が
会
員

と
な
り
、助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
今
秋
に
開
所
す

る
に
あ
た
り
、
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
臨

時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
雇
用
人
員

１
人

■
雇
用
形
態

臨
時
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
22

条
第
５
項
に
定
め
る
臨
時
的
任
用

職
員
）

■
応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人
、
車
の
運

転
が
で
き
る
人

■
勤
務
期
間
・
日
数

平
成
20
年
８
月
か
ら
　
週
５
日

（
月
〜
金
）

■
勤
務
地

長
門
市
役
所
市
民
福
祉
部
地
域
福

祉
課
子
ど
も
未
来
室

■
勤
務
条
件
　

日
額
賃
金
（
６
、
２
０
０
円
）、

通
勤
手
当
・
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
労
災
保
険
あ
り

■
応
募
方
法

履
歴
書
提
出
（
書
類
審
査
）

■
募
集
期
間

７
／
１
（火）
〜
15
（火）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

TEL
23
‐
１
１
５
６

金子みすゞの功績と詩のこころを受け継ぎ広く発信するた
め、今年もみすゞ燦参ＳＵＮを実施します。

夏の長門を楽しんで頂く情報誌「ながと夏得マガジン」と期
間中市内事業所で使えるクーポン「みすゞ夏得クーポン」が完
成しました。クーポンは高速道路SAや道の駅、市内外ショッ
ピングセンターに設置するほか、みすゞ燦参ＳＵＮホームペー
ジやこども文化パスポート2008に掲載のＱＲコードからも入
手できます。
■クーポン利用期間　７／1（火）～ ８／31（日）
■公式ホームページ　http://www.misuzu333.jp
※こども文化パスポート2008は中学生以下の子供達を対象に長門市、下関
市、北九州市が共同で夏休み期間に実施する文化施設の利用が無料になるパ
スポートです（一部有料）。夏休み前に3市全ての子供達に発行されます。

みすゞさんの詩の面影を訪ね歩く、オリジナル昼食付きのツアーです。
■運 行 日　7／25（金）、26（土）、8／1（金）、2（土）、8（金）、9（土）、22（金）、23（土） １日１便 12：50発
■コ ー ス Ａコース（所要時間：約2時間半） JR仙崎駅（集合・受付）～沖千鳥（昼食）～鯨墓～波の橋立～王子山～瀬戸～JR仙崎駅

Ｂコース（所要時間：約4時間） Ａコースのつづき～遍照寺～極楽寺～M20000～金子みすゞ記念館～JR仙崎駅
※希望者は行程終了後、ＪＲ長門市駅までバスでお送りします

■定　　員　24人／便（定員になり次第締切）
■参 加 料　中学生以上 3,000円　小学生 2,500円（昼食・観光料等を含みます、幼児は無料ですが食事はありません）
■申込方法　氏名・住所・年令・電話番号、緊急連絡先、参加希望日を電話またはFAXにより下記申込先に連絡
■申込締切　運行日の１週間前
■申し込み・問い合わせ　㈱防長トラベル長門支店　TEL 22-8151  FAX 22-8157

平成19年に所得が減って所得税が課されなかった人は

申告により平成19年度の住民税が還付されます
税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担

の増加の影響のみを受けた人については、平成19年度分の住民税額から、税源移譲により増額となった
住民税相当額を減額し、納付済の場合は還付します。
※この措置は、「平成19年分の所得税が課税されない程度の所得となった人」を対象としており、所得税の住宅
ローン控除の適用などにより、平成19年分の所得税が課税されない場合は対象となりません。

対象となる人（例）
・出産や病気のため長期休職されていた人
・定年退職された方や依願退職された人
・自営業で業績悪化のため大幅に所得が減った人

以上のような人で、平成19年分の所得税が課されなかった場合は、
この措置の対象になる可能性があります。なお、還付を受けるため
には申告が必要です。該当される人は期間内に申告をお願いします。

■申告期間 平成20年７月１日（火）～31日（木）
■申告先・問い合わせ　税務課市民税係　TEL 23‐1124

■
日
時

７
／
10
（木）

14：

30
〜

■
場
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
テ
ー
マ

家
庭
の
中
の
こ
ど
も
、

地
域
の
中
の
子
ど
も

〜
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

指
導
を
通
じ
て
思
う
こ
と
〜

■
講
師

伊
藤
寿
真
男
　
先
生

（
下
関
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
代
表
・

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
指
導
者
）

■
問
い
合
わ
せ
　
油
谷
中
央
公
民
館

（
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
内
）

TEL
33
‐
０
０
５
１

子
育
て
親
育
ち
講
座

油
谷
地
区
家
庭
教
育
講
演
会



看
護
力
再
開
発
講
習
会

受
講
者
募
集

未
就
業
看
護
職
の
再
就
職
を
支
援

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
施
設
で
見
学
実
習
が
で
き
、
条

件
が
あ
え
ば
就
職
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

■
日
程
　
９
／
３
（水）
〜
18
（木）
の
う
ち

８
日
間
（
週
２
〜
４
日
）

■
時
間
／
場
所

・
講
義
　
10：

00
〜
15：

00
／
山
口

県
看
護
研
修
会
館
（
防
府
市
）

・
見
学
実
習
　
９：

00
〜
16：

00
／

希
望
す
る
施
設
（
複
数
施
設
可
）

■
対
象

未
就
業
看
護
職
（
看
護
協
会
員
で

な
く
て
も
受
講
可
）

■
費
用

コ
ー
ス
別
に
諸
経
費
千
円

■
申
込
期
限
　
７
／
23
（水）
（
必
着
）

■
申
込
方
法

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
指
定
の
申
込
書
を
送

付
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
・

歯
に
関
す
る
体
験
記
募
集

（社）
山
口
県
歯
科
医
師
会
で
は
「
８

０
２
０
運
動
」
推
進
表
彰
事
業
と
し

て
「
実
年
・
熟
年
・
寿
年
い
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
出
場
者
お
よ
び
「
歯

に
関
す
る
体
験
記
」を
募
集
し
ま
す
。

実
年
・
熟
年
・
寿
年

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

■
応
募
資
格

・
実
年
の
部
　
50
〜
64
歳

・
熟
年
の
部
　
65
〜
79
歳

・
寿
年
の
部
　
80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
人

※
治
療
し
た
歯
が
数
本
あ
っ
て
も
可

■
応
募
期
限
　
８
／
31
（日）

■
応
募
先
　
最
寄
り
の
歯
科
医
院

歯
に
関
す
る
体
験
記

■
応
募
資
格

山
口
県
在
住
の
50
歳
以
上
の
人

■
必
要
書
類

歯
に
関
す
る
体
験
記
（
400
字
詰
原

稿
用
紙
３
枚
程
度
）（
例
）
自
慢

し
た
い
私
の
歯
、
歯
に
ま
つ
わ
る

体
験
な
ど

■
応
募
先

県
歯
科
医
師
会
に
直
接
送
付
し
て

く
だ
さ
い

■
応
募
期
限
　
８
／
31
（日）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0814
山
口
市
吉
敷
下
東

１
丁
目
４
‐
１

（社）
山
口
県
歯
科
医
師
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
８
‐
８
０
２
０

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

標
語
募
集

11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

に
あ
た
り
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

児
童
虐
待
問
題
に
関
す
る
国
民
一

人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発
に
資
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
標
語

■
応
募
方
法

作
品
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を
記
入

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
応
募
は
不
可
）

・
郵
送
先

〒
520
‐
8577
（
住
所
不
要
）

滋
賀
県
子
ど
も
・
青
少
年
局

児
童
虐
待
防
止
標
語
募
集
担
当
宛

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

c
a
p
h
yo
g
o
@
p
re
f.sh
ig
a
.lg
.jp

※
メ
ー
ル
の
題
名
は
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
に
関
す
る
標
語
募

集
」
と
し
て
く
だ
さ
い

■
応
募
期
限

７
／
11
（金）
（
消
印
有
効
）

■
発
表

最
優
秀
作
は
、
９
月
以
降
に
本
人

に
通
知
す
る
ほ
か
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す

■
そ
の
他
　

・
自
身
で
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

に
限
り
ま
す

・
１
人
１
作
品
の
応
募
に
限
り
ま
す

・
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん

・
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

■
開
催
日
　
８
／
17
（日）

■
内
容

福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
お

よ
び
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
野
球
観
戦

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
対
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
）

■
対
象
者

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
子

■
参
加
費
　
１
、
８
０
０
円
（
１
人
）

※
食
事
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

■
募
集
人
数
　
親
子
で
約
70
名

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
８
月
始
め

に
ご
連
絡
し
ま
す

■
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

お
よ
び
お
子
様
の
氏
名
、
学
年
、

年
齢
を
記
入
の
う
え
「
野
球
観
戦

申
込
」
と
明
記
し
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

■
申
込
締
切
　
７
／
31
（木）
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0054
山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

山
口
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
９

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

ダ
ム
見
学
会

山
口
県
で
は
、
森
林
や
ダ
ム
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
７
月
21
日

か
ら
31
日
ま
で
を
「
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間
」
と
定
め
て
お
り
、
長
門
土

木
建
築
事
務
所
に
お
い
て
も
期
間
中

に
次
の
と
お
り
ダ
ム
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

湯
免
ダ
ム
見
学
会

■
日
時

７
／
22
（火）
〜
28
（月）

10：

00
〜
16：

00

■
場
所

湯
免
ダ
ム（
三
隅
中
辻
並
）

■
内
容

管
理
所
内
・
ダ
ム
本
体
内

部
の
見
学
（
随
時
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

工
務
第
２
課
　
TEL
22
‐
２
９
４
９

大
坊
ダ
ム
見
学
会

■
日
時

７
／
25
（金）
〜
31
（木）

10：

00
〜
16：

00

■
場
所

大
坊
ダ
ム
（
油
谷
河
原
坂
根
）

■
内
容

管
理
所
内
ゲ
ー
ト
操
作
室
・
ダ
ム

本
体
内
部
の
見
学
（
随
時
）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

ダ
ム
管
理
課（
大
坊
ダ
ム
管
理
所
）

TEL
32
‐
０
９
６
０

狩
猟
免
許
試
験

■
日
時

①
８
／
３
（日）

９：

00
〜
16：

00

②
９
／
14
（日）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

山
口
県
総
合
保
健
会
館（
山
口
市
）

■
申
請
手
数
料

・
新
規
受
験
者
　
　
５
、
３
０
０
円

・
既
に
免
許
を
所
持
し
て
お
り
、
さ

ら
に
他
の
免
許
を
受
験
す
る
人

４
、
０
０
０
円

■
申
請
方
法

下
関
農
林
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
試
験
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に

提
出

■
そ
の
他

各
回
と
も
試
験
日
の
前
日
に
試
験

会
場
に
て
狩
猟
者
講
習
会
が
開
催

山
口
県
看
護
師
選
考
試
験

県
立
病
院
看
護
師
の
選
考
試
験
を

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
　
25
人
程
度

■
受
験
資
格

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

■
受
付
期
限
　
７
／
18
（金）

■
１
次
試
験
　
８
／
２
（土）

■
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所

県
庁
、
県
立
病
院
、
長
門
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
長
門
土
木
建
築
事

務
所
（
郵
送
希
望
の
場
合
は
120
円

分
の
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、

山
口
県
医
務
保
険
課
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
）

※
県
医
務
保
険
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
そ
の
他
　
試
験
方
法
等
く
わ
し
く

は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
医
務
保
険
課
県
立
病
院
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
１
０

さ
れ
ま
す

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

下
関
農
林
事
務
所
森
林
部

TEL
０
８
３
‐
７
６
６
‐
１
１
８
２

TEL
０
８
３
５
‐
２
４
‐
５
７
９
１

FAX
０
８
３
５
‐
２
４
‐
７
０
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

yam
aguchi@

nurse-center.net

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家

庭
局
　
総
務
課
虐
待
防
止
対
策
室

TEL
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

自
然
観
察
会
参
加
者
募
集

北
浦
自
然
観
察
会
で
は
次
の
と
お

り
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

滋
賀
県
伊
吹
山
・
琵
琶
湖
博
物
館

■
日
時

７
／
26
（土）
・
27
（日）

（
１
泊
２
日
）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

５：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
１
７
、
０
０
０
円

広
島
県
・
島
根
県
境
の
吾
妻
山

あ
ず
ま
や
ま

■
日
時

８
／
31
（日）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

５：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
４
、
０
０
０
円

阿
東
町
高
岳
山

■
日
時

９
／
21
（日）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

８：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
３
、
５
０
０
円

共
通
事
項

■
携
行
品
　
弁
当
、
水
筒
、
手
帳
、

カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
、
杖
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
コ
ー
プ
な
ど

※
靴
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が

お
勧
め
で
す

■
問
い
合
わ
せ

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

TEL
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５

県
民
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
気
運

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
次
の

と
お
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
12
（土）12：

40
〜
16：
00

■
場
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
参
加
料
　
無
料

■
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
子
ど
も

に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
」、
青
少
年

育
成
功
労
者
等
の
表
彰
、
少
年
の

主
張
コ
ン
ク
ー
ル
、
長
門
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
活
動
報
告
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
油
谷
こ
ど
も
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
生
涯
学
習
係

TEL
23
‐
１
２
５
９

山
口
県
青
少
年

健
全
育
成
大
会
開
催

■
日
時

９
／
25
（木）

９：

00
〜
12：

00

■
場
所

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

■
対
象

平
成
15
年
に
資
格
を
取
得

し
た
責
任
技
術
者

■
申
込
期
間

７
／
14
（月）
〜
８
／
４
（月）

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
業
務
係

TEL
23
‐
１
１
９
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

き
ら
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ

■
開
催
日

８
／
23
（土）

■
会
場
　
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

内
特
設
コ
ー
ス（
山
口
市
阿
知
須
）

■
競
技
ク
ラ
ス
・
競
技
距
離

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
（
18
歳
未
満
）

ス
イ
ム
200
ｍ
・
バ
イ
ク
４
㎞
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
２
㎞

キ
ッ
ズ
Ａ
（
小
学
校
１
〜
３
年
生
）

ス
イ
ム
25
ｍ
・
バ
イ
ク
１
㎞
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
500
ｍ

キ
ッ
ズ
Ｂ
（
小
学
校
４
〜
６
年
生
）

ス
イ
ム
50
ｍ
・
バ
イ
ク
２
㎞
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
１
㎞

■
募
集
人
数
　
各
ク
ラ
ス
50
人

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
管
理
事

務
所
、
県
庁
、
山
口
県
長
門
土
木

建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
記
入
・
捺
印
の
う
え
大
会
事

務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
は
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公

園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す

■
申
込
期
限
　
８
／
９
（土）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
754
‐
1277
山
口
市
阿
知
須
509
‐
50

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
管
理
事

務
所
内
　
き
ら
ら
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局

TEL
０
８
３
６
‐
６
５
‐
６
９
０
３



続・くじら考

交
通
遺
児
・
自
動
車
事
故
に

よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
へ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
は
、
自
動
車
事
故
の
発
生
防
止

を
推
進
す
る
機
関
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

人
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
に
な
ら
れ

た
人
の
お
子
さ
ん（
０
歳
〜
中
学
生
）

に
対
し
、
次
の
と
お
り
無
利
子
の
育

成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

■
貸
付
申
込
者

お
子
さ
ん
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者

■
貸
付
金
額（お

子
さ
ん
一
人
に
つ
き
）

・
一
時
金
　
　
１
５
５
、
０
０
０
円

・
貸
付
期
間
中
（
毎
月
）

２
０
、
０
０
０
円

・
小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

（
希
望
に
よ
り
）

４
４
、
０
０
０
円

■
貸
付
期
間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校

卒
業
の
月
ま
で

■
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い

て
か
ら
月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内

の
均
等
払
い
で
返
還
。
高
校
、
大

学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中

は
返
還
猶
予

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
、
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度

の
後
遺
障
害
を
残
し
、
常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
を
要
す
る
人
へ
次
の
と

お
り
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

自
賠
責
認
定
通
知
書
が
１
級
１

号
・
２
号
、
ま
た
は
２
級
１
号
・

２
号
の
人
（
平
成
14
年
３
月
31
日

以
前
に
つ
い
て
は
、
１
級
３
号
・

４
号
ま
た
は
２
級
３
号
・
４
号
の

人
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
で
あ
る

と
機
構
が
判
断
し
た
人

■
支
給
額

・
常
時
要
介
護
の
人

５
８
、
５
７
０
円
〜

１
３
６
、
８
８
０
円
（
月
額
）

・
随
時
要
介
護
の
人

２
９
、
２
９
０
円
〜

５
４
、
０
０
０
円
（
月
額
）

※
支
給
額
は
障
害
の
程
度
や
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
院
な
ど
の

負
担
額
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0811
山
口
市
大
字
吉
敷
下
東

１
‐
３
‐
１
山
陽
ビ
ル
吉
敷

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
４
１
９

FAX
０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
６
１
４

h
ttp
://w

w
w
.n
a
sva
.g
o
.jp
/

■三隅支所（２階会議室）
7月9日（水）9：00～11：30
■日置支所（市民相談室）
7月16日（水）9：00～11：30
■油谷支所（２階応接室）
7月23日（水）9：00～11：30
■仙崎公民館（2階講堂）
7月30日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113
※今月は新たに仙崎公民館で開催します！

は
か
り
の
定
期
検
査

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」（
お
よ
び
分
銅
・
お
も
り
）
は
、

計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
回
行
わ
れ

る
定
期
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
使

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
の
「
は
か
り
」
を
お
持
ち

の
人
は
、
最
寄
り
の
検
査
会
場
で
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
検
査
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

・
は
か
り
は
事
前
に
清
掃
し
て
く
だ

さ
い

・
検
査
手
数
料
は
当
日
に
現
金
で
納

入
し
ま
す
の
で
準
備
を
お
願
い
し

ま
す

・
定
期
検
査
を
受
け
な
い
「
は
か
り
」

■ 検査日程
　月 日

７／15（火）

７／16（水）

７／17（木）

場　　所

宇津賀集落センター

山口県漁協川尻支店

山口県漁協久津支店

山口県漁協掛淵支店

長門市役所油谷支所

山口県漁協黄波戸支店

長門市役所日置支所

湯町区民館

時　間

11：00～12：00

13：30～14：30

15：00～16：30

９：00～10：30

11：00～12：00

13：00～14：30

10：30～11：30

13：00～15：00

16：00～16：30

　月 日

７／18（金）

７／22（火）

７／23（水）

７／24（木）

場　　所

俵山公民館

宗頭文化センター

長門市役所三隅支所

通公民館

仙崎公民館

中央公民館

時　間

９：00～10：00

11：00～11：30

13：00～15：00

11：00～12：00

13：00～15：00

10：30～12：00

13：00～15：00

10：30～12：00

13：00～15：00

を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
た

と
き
は
、
計
量
法
に
よ
り
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

・
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

（社）
山
口
県
計
量
振
興
会

TEL
０
８
３
‐
９
８
６
‐
２
５
９
１

海
技
免
許
の
更
新
講
習

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
次

の
と
お
り
海
技
免
許
の
更
新
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
／
27
（日）

受
付
９：

30
〜
講
習
10：

00
〜

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

法
的
な
困
り
ご
と
は

法
テ
ラ
ス
へ

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応

じ
た
最
も
適
切
な
機
関
・
団
体
の
情

報
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

■
受
付
時
間

平
　
日
　
９：

00
〜
21：

00

土
曜
日
　
９：

00
〜
17：

00

民
事
法
律
扶
助
制
度

収
入
の
少
な
い
人
に
は
契
約
弁
護

士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料
法

律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す

法
テ
ラ
ス
山
口
で
の
無
料
法
律
相
談
日

①
毎
週
月
曜
日
　
13：
30
〜
16：

30

（
定
員：
６
人
）

②
毎
週
金
曜
日
　
10：

00
〜
12：
00

（
定
員：

４
人
）

※
収
入
の
少
な
い
人
が
対
象
で
す

（
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ

法
テ
ラ
ス
山
口

TEL
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

植
栽
樹
保
護
手
入
れ
運
動

み
ん
な
で
育
むやま

ぐ
ち
の
“み
ど
り
”

現
在「
植
栽
樹
保
護
手
入
れ
運
動
」

期
間
中
で
す
。
“み
ど
り
”
は
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
う
る
お
い
と
や
す
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
樹
木
が
ぐ

ん
ぐ
ん
生
長
し
て
い
る
今
、
“み
ど

り
”
を
守
り
育
て
、
快
適
な
生
活

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

山
と
み
ど
り
の
手
入
れ

あ
な
た
の
山
は
、
つ
る
が
巻
き
付

い
た
り
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
は
い

ま
せ
ん
か
？
樹
木
の
成
長
が
盛
ん
な

こ
の
時
期
に
下
刈
り
や
つ
る
切
り
、

除
伐
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
み
ど
り
の
手
入
れ

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
緑
化
樹
の
手

入
れ
は
十
分
行
き
届
い
て
い
ま
す

か
？
病
虫
害
や
枝
の
混
み
具
合
な
ど

を
点
検
し
、
適
切
な
防
除
や
、
整
枝

剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う

■
運
動
期
間
　
８
／
10
（日）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

下
関
農
林
事
務
所
森
林
部

TEL
０
８
３
‐
７
６
６
‐
１
１
８
２

■
持
参
す
る
も
の

・
海
技
免
許

・
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝

（
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
）
・
ス
ピ

ー
ド
写
真
可
）

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通
（
旧

免
許
証
の
人
お
よ
び
住
所
変
更
の

あ
る
人
の
み
）

■
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

h
ttp
://ka

n
m
o
n
-k.jp

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う

in
長
門
（
大
寧
寺
）

戦
争
は
人
の
心
の
中
に
生
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平

和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
）

長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
２
０

０
０
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
、
国

連
が
定
め
た「
平
和
の
文
化
国
際
年
」

に
呼
応
し
、
昨
年
か
ら
「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
」
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
湯
本
大
寧
寺
の

鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
の
鐘
の
音
に
「
平

和
の
願
い
」
を
託
し
、
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
地
域
社
会
、
世
界
へ
と
広

げ
て
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
こ
の
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
の
方
々
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン

ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
／
19
（土）19：

00
〜
21：

00

■
場
所
　
大
寧
寺

■
内
容
　
金
子
み
す
ゞ
作
品
の
朗

読
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、
竹
灯
篭
の

小
径

■
参
加
料
　
無
料

■
そ
の
他
　
事
前
申
込
不
要
で
す
、

直
接
大
寧
寺
へ
お
越
し
下
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
市
教
育
委
員
会
団
体
事
務
室
内
）

TEL
23
‐
１
１
７
３

そ
の
２
日
後
、
通
地
区
で
は
鯨
回

く
じ
ら
え

向こ
う

が
例
年
ど
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
鯨
類
研
究
所
の
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
は
、
人
々
の
鯨
へ
の
畏
敬
の

念
の
深
さ
に
感
嘆
の
様
子
で
し
た
。

５
月
17
日
に
は
、
お
隣
韓
国
・
蔚う

る

山さ
ん

で
「
蔚
山
く
じ
ら
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
蔚
山
は
日
本
海
捕

鯨
の
基
地
と
し
て
古
く
か
ら
捕
鯨
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
蔚
山
市
く

じ
ら
博
物
館
に
は
、
本
市
の
捕
鯨
用

具
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
５
月
31
日
に
は
「
全
国

鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
新
上
五
島
」

が
五
島
列
島
・
有
川
の
地
で
開
か
れ

ま
し
た
。「
第
１
回
日
本
伝
統
捕
鯨
地

域
サ
ミ
ッ
ト
in
長
門
」
か
ら
数
え
て

７
回
目
の
開
催
で
す
が
、
全
国
の
捕

鯨
自
治
体
が
集
い
、
く
じ
ら
文
化
や

捕
鯨
の
必
要
性
を
語
り
合
う
会
議
で

す
。
古
式
捕
鯨
が
盛
ん
な
頃
、
有
川

の
人
々
と
は
技
術
や
人
材
の
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
鯨
類
研
究
所
に
一
式

の
鯨
絵
図
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
関
係
者
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
、
本
市
・
川

尻
地
区
の
捕
鯨
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
１
年
前
そ
の
絵
図
を
初
め

て
目
に
し
た
時
、
私
は
当
時
の
川
尻

捕
鯨
の
規
模
の
大
き
さ
と
、
鯨
体
利

用
技
術
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
私

た
ち
の
地
域
が
い
か
に
捕
鯨
で
発
展

し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
そ
の
絵

先
月
に
引
き
続
き
、〈
く
じ
ら
〉
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
に
鯨
法
会

く
じ
ら
ほ
う
え

と
い
う
詩
が
あ
り
ま
す
。「
鯨
法
会
は

春
の
く
れ
…
」
で
は
じ
ま
る
こ
の
詩

か
ら
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
初
旬

に
か
け
て
鯨
の
供
養
や
行
事
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
こ

の
時
期
に
全
国
各
地
の
鯨
関
係
行
事

が
集
中
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

４
月
26
日
、
第
21
次
南
極
海
鯨
類

捕
獲
調
査
船
団
が
鹿
児
島
港
に
帰
港

し
一
般
公
開
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
反
捕
鯨
団
体
の
過
激

で
悪
質
な
妨
害
行
為
に
対
す
る
批
判

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

図
か
ら
実
感
で
き
ま
す
。

そ
の
絵
図
が
６
月
７
日
、
大
隅
清

治
農
学
博
士
（
元
鯨
研
理
事
長
）
に

よ
り
長
門
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
図
が
戦
後
、
川
尻
の
地
を
離

れ
ど
の
よ
う
な
旅
を
し
た
の
か
、
未

だ
解
明
さ
れ
な
い
不
思
議
な
運
命
を

解
く
の
も
資
料
的
価
値
以
上
に
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

同
日
開
か
れ
た
「
長
門
大
津
く
じ

ら
食
文
化
を
継
承
す
る
会
」
で
は
、

学
校
給
食
で
の
く
じ
ら
料
理
の
普
及

が
全
県
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
く
じ
ら
県
・
山

口
の
復
活
で
す
。

「
く
じ
ら
月
間
」
と
も
云
う
べ
き
５

月
の
一
面
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。



躍
動
す
る
生
命

香
月
芸
術
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ふ
る

さ
と
三
隅
の
地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
ト
ン
ボ
、

蟷
螂

か
ま
き
り

、
天
道
虫
、
蝸
牛

か
た
つ
む
り

、
鳩
、
鶏
、

鶉う
ず
ら

、
山
羊
、
牛
、
犬
な
ど
…
。
香
月

画
伯
が
愛
し
た
三
隅
に
は
、
大
小
限

り
な
い
多
く
の
生
命
が
躍
動
し
て
い

た
の
で
す
。

万
物
に
注
が
れ
た
慈
愛
の
眼
差

し
、生
き
る
こ
と
へ
の
切
な
る
祈
り
。

香
月
泰
男
の
世
界
、
躍
動
す
る
生
命

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
会
　
期
　
９
／
28
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

第
一
部
は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
武
田
信
繁
役

で
活
躍
し
た
嘉
島
典
俊
に
よ
る
華
や

か
舞
踊
シ
ョ
ー
で
開
幕
し
ま
す
。

そ
し
て
第
二
部
は
、
山
本
陽
子
と

個
性
的
な
俳
優
に
よ
り
男
女
の
情
痴

の
世
界
を
色
っ
ぽ
く
、
ま
た
爆
笑
の

内
に
描
き
ま
す
。
騙
し
騙
さ
れ
の
化

か
し
合
い
の
果
て
に
、
最
後
に
微
笑

む
の
は
一
体
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。

●
と
き
　
９
／
21
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
　
席
／
　
６
、
５
０
０
円

Ａ
　
席
／
　
６
、
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
７
８
０
３

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

７月28日（月）は休館です７月28日（月）は休館です

俵
山
公
民
館
開
催
事
業
の
中
か

ら
、
今
年
度
の
新
し
い
試
み
を
紹

介
し
ま
す
。

「
銭
太
鼓
」
に
挑
戦
！

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者

で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
俵
山
生
き

が
い
大
学
」
に
お
い
て
、
今
年
度

か
ら
新
た
な
グ
ル
ー
プ
学
習
の
試

み
と
し
て
、
銭
太
鼓
を
習
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

学
習
回
数
は
少
な
い
で
す
が
、

目
標
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
道

具
（
銭
太
鼓
）
を
駆
使
し
な
が
ら
、

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
俵
山
地
区

民
文
化
産
業
祭
」
に
出
演
す
る
こ

と
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
学

習
と
し
て
墨
絵
や
ち
ぎ
り
絵
、
園

芸
教
室
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

「
俵
山
地
区
民
文
化
産
業
祭
」
に

お
い
て
み
な
さ
ん
の
自
信
作
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
込
め
て
！

青
少
年
育
成
市
民
会
議
・
俵
山

支
部
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
俵

山
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
さ
ん

か
ら
、「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
表

現
し
た
絵
手
紙
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
ま
た
何
に
対
し
て

も
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
思
い
か

ら
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
行
い
ま
す
。

家
族
や
友
だ
ち
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
野
に
咲
く
花
や
小
さ
い
昆

虫
に
対
し
て
も
、
何
か
し
ら
感
じ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

萩
市
内
で
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を

し
て
い
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩
に

所
属
す
る
「
べ
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
」
に

よ
る
影
絵
公
演
で
す
。

絵
本
で
も
有
名
な
「
じ
ご
く
の
そ

う
べ
え
」「
花
さ
き
山
」
の
２
演
目

を
上
演
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
／
19
（土）

16：

00
〜

●
会
場
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料

４
歳
以
上
／
５
０
０
円

※
４
歳
未
満
は
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と

俵山生きがい大学開校式の様子

舞
台
は
昭
和
15
年
の
東
京
。
戦
争

反
対
を
唱
え
る
父
が
囚
わ
れ
の
身
と

な
り
、
残
さ
れ
た
母
と
幼
い
二
人
の

娘
が
、
周
囲
の
人
々
の
優
し
さ
に
支

え
ら
れ
、
様
々
な
困
難
に
あ
い
な
が

ら
も
明
る
く
懸
命
に
生
き
る
姿
を
描

い
た
話
題
作
で
す
。

●
と
き

７
／
19
（土）

18：

30
〜

７
／
20
（日）

10：

00
〜

14：

00
〜

●
主
演
　
吉
永
小
百
合
、浅
野
忠
信
、

板
東
三
津
五
郎
ほ
か

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
１
、
３
０
０
円

ペ
　
　
　
ア
／
２
、
４
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
　
７
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、③
〜
⑩
、

北
浦
シ
ネ
ク
ラ
ブ

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

大
ヒ
ッ
ト
曲
「
花
街
の
母
」
や
、

母
へ
の
愛
の
歌
「
お
母
さ
ん
」
な
ど
、

数
々
の
名
曲
を
歌
う
金
田
た
つ
え
。

民
謡
で
鍛
え
た
抜
群
の
歌
唱
力
と
澄

み
渡
る
歌
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

金
田
た
つ
え
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
花
街
の
母
」
が
200
万
枚
を
越
え

る
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
、
79
年
に
は

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
」
初
出
場
。

代
表
曲
「
愛
恋
ほ
た
る
」「
か
く
れ

傘
」「
命
み
ち
づ
れ
」
な
ど
。

●
と
き
　
９
／
７
（日）

13：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
階
席
／
５
、
５
０
０
円

２
階
席
／
５
、
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
日

７
／
８
(火)

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
９
８
５

７
／
８
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
開
始

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

優
し
い
か
ん
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ま
い
作
品
展
で
す
。
私
は
栃
木
県

の
美
術
大
学
に
進
み
ま
す
。
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。（中

国
人
留
学
生
）

今
回
の
展
示
で
気
に
入
っ
た
作
品

は
、
す
べ
て
で
す
が
、
今
ま
で
他
の

美
術
館
の
展
覧
会
で
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
お
も
ち
ゃ
の
作
品
や
版
画
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

（
長
野
県
60
代
女
性
）

野
村
万
作
、
萬
斎
に
よ
る
狂
言
公

演
。
今
回
は
、
酒
癖
の
悪
い
仕
様
の

な
い
男
を
取
り
巻
く
お
話
「
貰
聟

も
ら
い
む
こ

」

と
緊
迫
感
と
笑
い
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
鮮
や
か
な
名
作
「
武
悪

ぶ

あ

く

」
の
２
演

目
を
上
演
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
10
／
11
（土）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
　
　
　
席
／
５
、
０
０
０
円

Ａ
　
　
　
席
／
４
、
０
０
０
円

Ｂ
　
　
　
席
／
３
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
１
、
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
Ｂ
席
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
７
／
12
（土）

10：

00
〜

一
　
般
　
７
／
23
（水）

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
８
７
９

７
／
23
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
開
始



TEL
22
‐
２
８
１
１

●
日
時
・
会
場

・
７
／
８
（火）

13：

00
〜
16：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法

事
前
に
長
門
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

TEL
22
‐
２
８
１
１

●
日
時
・
会
場

・
７
／
12
(土)

13：

30
〜
16：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
家
族

●
日
時
・
会
場

・
７
／
15
（火）

13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
生
後
４
、
５
ヵ
月
児
の
保
護

者
●
日
時
・
会
場

・
７
／
25
（金）

13：

30
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
生
後
６
、
７
ヵ
月
児
の
保
護

者
・
７
／
17
（木）

13：

30
〜
15：

15

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
17：

00

土
曜
日
　
８：

30
〜
12：

00

※
７
／
21
（月）
は
休
み

長
門
総
合
病
院
　
　
TEL
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査
（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日
　
13：

00
〜
14：

00

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
３
（木）
・
17
（木）

13：

00
〜
14：

00

木
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
32
‐
０
０
０
８

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
８
（火）

14：

00
〜
14：

30

友
近
内
科
循
環
器
科
医
院TEL

32
‐
１
１
８
０

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
10
（木）

14：

00
〜
14：

30

●
共
通
事
項

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

●
対
象
　
18
年
12
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
７
／
９
（水）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
対
象
　
17
年
６
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
７
／
22
（火）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
日
時
・
会
場

・
７
／
７
（月）
、
８
（火）
７：

00
〜
10：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
９
（水）
、
10
（木）
、
11
（金）

７：

00
〜
10：

00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の
　
受
診
票

●
日
時
・
会
場

・
７
／
１
（火）
、
２
（水）
、
３
（木）
油
谷
地
区
内
巡
回

●
必
要
な
も
の
　
受
診
票

●
日
時
・
会
場

・
毎
週
木
曜
日

９：

00
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
２
（水）

９：

30
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

13：

00
〜
15：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
７
（月）

９：

30
〜
11：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
７
／
10
（木）

９：

00
〜
12：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

９：

30
〜
11：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー
　

・
７
／
22
（火）

９：

30
〜
11：

30

向
津
具
公
民
館

・
７
／
25
（金）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
成
人

●
日
時
・
会
場

・
７
／
２
（水）

10：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
７
／
４
（金）
、
18
（金）

９：

30
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
４
（金）

10：

00
〜
11：

30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
16
（水）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
７
／
18
（金）

10：

00
〜
12：

00

日
置
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
・
会
場

・
７
／
15
（火）

13：

00
〜
14：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法

事
前
に
長
門
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

　

お
すすめ料理

エネルギー…149 kcal    脂質…6.7 g

塩分相当量…1.7 g   たんぱく質…6.2 g  

（１人分）

春雨はのどごしがよく、食欲のない夏にぴったりの食材です

（４人分）

緑豆春雨
生しいたけ
きゅうり
トマト
焼き豚
A しょうが汁
しょうゆ
酢
サラダ油
砂糖
塩
こしょう

生姜
しょうが

の香りがきいた和風味サラダ

春雨のサラダ
（しょうがドレッシング）

乳

児

健

康

診

査

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

３
歳
児
健
康
診
査

育

児

相

談

７／６（日）・７／11（金）

健

康

相

談

①春雨はたっぷりの熱湯に１０分間ほどつけて戻す。
②生しいたけは軸をとり、オーブントースターで２～３分間焼き、粗熱を取って薄切りに。
③きゅうりは塩少々（分量外）をこすりつけ、洗って水けをふき、斜め薄切りにしてからせ
ん切りにする。

④トマトは皮を湯むきにして、ヘタを除いて粗めに切る。
⑤春雨が戻ったら水に取り、水けをよくきって食べやすい長さに切る。焼き豚は細切りに。
⑥ Ａの調味料をよく混ぜて、しょうがドレッシングを作る。春雨、野菜、焼き豚を合わせ、
ドレッシングであえて器に盛る。

…50ｇ
…４枚
…１本
…１個
…100ｇ
…小さじ１
…大さじ1.5
…大さじ1.5
…大さじ1.5
…小さじ1/2
…少々
…少々

熱
中
症
と
は
、
暑
い
と
こ
ろ
で
、

仕
事
や
運
動
を
し
た
と
き
に
、
周
り

の
温
度
に
体
が
対
応
で
き
ず
、
体
の

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ
る
病
気
で

す
。最

初
は
め
ま
い
や
失
神
、
こ
む
ら

返
り
（
筋
肉
の
硬
直
）、
汗
が
出
な

く
な
る
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
症

状
が
進
む
と
、
意
識
を
失
い
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
適
切
な
予
防
法
を
知
っ

て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
法

①
暑
さ
を
避
け
る

外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
日

傘
を
さ
し
た
り
、
日
陰
を
選
ん
で
歩

き
ま
し
ょ
う
。
家
の
中
で
は
、
す
だ

れ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
い
直
射
日

光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
、

冷
房
の
か
け
過
ぎ
は
体
調
を
崩
す
原

応
急
手
当

①
休
息
・
安
静

日
陰
や
冷
房
の
入
っ
て
い
る
涼
し

い
と
こ
ろ
で
横
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

顔
色
が
青
い
時
（
貧
血
状
態
）
は
、

足
を
頭
よ
り
高
く
上
げ
ま
し
ょ
う
。

顔
色
が
赤
い
時
は
、
上
半
身
を
高
く

な
る
よ
う
に
座
ら
せ
た
状
態
に
し
ま

し
ょ
う
。

②
冷
却

衣
服
を
ゆ
る
め
、
冷
た
い
水
や
タ

オ
ル
を
首
や
脇
の
下
、
大
腿
の
付
け

根
に
あ
て
て
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
補
給

大
量
の
汗
を
か
い
た
時
は
、
塩
分

を
含
ん
だ
水
（
１
Ｌ
の
水
に
１
ｇ
）

や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
効
果
的
で

す
。

④
医
療
機
関
受
診

反
応
が
鈍
い
、
言
動
が
お
か
し
い
、

意
識
が
な
い
、
水
分
が
と
れ
な
い
等

の
症
状
が
み
ら
れ
た
時
は
、
早
め
に

医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〜
知
っ
て
お
こ
う
予
防
と
応
急
手
当
〜

熱
中
症
に
ご
注
意
！

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
切
に
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

②
服
装
に
工
夫
を
す
る

吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
素
材
の

下
着
や
、
熱
を
吸
収
し
に
く
い
薄
手

の
白
っ
ぽ
い
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。
体
に
密
着
し
て
い
る
も
の
よ
り

少
し
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
で
風
通
し

を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る

お
茶
や
水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
を
飲
む
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、
尿
の
量
を
増

や
し
体
内
の
水
分
を
排
泄
し
て
し
ま

う
た
め
、
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲
ん
で
も

水
分
摂
取
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

④
周
囲
の
人
に
配
慮
を
す
る

体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
い
乳

幼
児
や
高
齢
者
は
熱
中
症
に
な
り
、

脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
十

分
に
注
意
が
必
要
で
す
。

炎
天
下
で
の
閉
め
き
っ
た
車
内
は

50
℃
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
車
内
へ
子
ど
も
だ
け
を
置
い
て

離
れ
る
の
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

個
々
の
熱
中
症
予
防
と
と
も
に
集

団
で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
お
互
い

の
様
子
に
気
を
配
る
な
ど
注
意
を
は

ら
い
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
検
診

肺

が

ん

検

診

家

族

学

級

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

禁

煙

相

談
（
要
予
約
）

育

児

学

級

虫
歯
予
防
教
室



先
日
、
妻
の
出
産
に
立
会
い
ま
し
た
。

２
人
目
の
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
す

が
、
立
会
い
は
初
体
験
だ
っ
た
た
め
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
分
娩
室
へ
。

緊
迫
感
の
漂
う
室
内
で
特
に
何
が
で

き
る
わ
け
で
も
な
く
、
苦
し
そ
う
に
し

て
い
る
妻
を
た
だ
励
ま
す
こ
と
し
か
で

き
な
い
無
力
な
夫
で
し
た
が
、
助
産
師

さ
ん
が
子
ど
も
を
取
り
上
げ
た
瞬
間
は

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な

感
動
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
が
出
て
き
た
ら
撮
影
し
よ
う
と
用
意

し
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
存
在
も
す
っ
か

り
忘
れ
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
我
が
子

を
見
つ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

産
み
の
苦
し
み
は
男
に
は
到
底
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
「
産
む
力
」
は

本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
は

り
母
は
強
し
で
す
。

家
の
周
囲
の
安
全
対
策

・
瓦
や
ト
タ

ン
の
め
く

れ
、
割
れ
、

ず
れ
は
な

い
か

・
壁
に
亀
裂

や
腐
り
、

浮
き
は
な
い
か

・
雨
ど
い
に
落
葉
や
土
砂
が
詰
ま
っ

て
な
い
か
、
継
ぎ
目
の
は
ず
れ
や

が
た
つ
き
は
な
い
か

・
窓
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の

が
た
つ
き
は
な
い
か

・
側
溝
の
つ
ま
り
は
な
い
か

家
の
中
の
安
全
対
策・停

電
に
な
る

可
能
性
が
あ

る
と
き
は
、

懐
中
電
灯
や

ラ
ジ
オ
の
準

も
し
も
の
と
き
は
!?

〜
風
水
害
に
対
す
る
備
え
〜

備
を
す
る
（
予
備
の
電
池
も
忘
れ

ず
に
）

・
避
難
に
備
え
て
貴
重
品
や
非
常
持

出
品
の
準
備
を
す
る

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を

聞
き
、
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る

・
む
や
み
に
外
出
し
な
い

・
病
人
や
乳
幼
児
、
身
体
の
不
自
由

な
方
は
事
前
に
安
全
な
場
所
へ



６
月
１
日
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で

「
歌
舞
伎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ

約
500
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
気
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
笑
三
郎
さ

ん
に
よ
る
、
歌
舞
伎
の
実
演
解
説
が
行

わ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
11
月
２
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
本
番
へ
の
出
演
が
決
ま
っ
た
38
人

が
舞
台
に
上
が
り
歌
舞
伎
の
動
き
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
修
了
後
、
笑
三
郎
さ
ん
は
、
俵
山
子
ど
も
歌

舞
伎
の
児
童
を
一
人
ひ
と
り
演
技
指
導
し
ま
し
た
。

歌
舞
伎
っ
て
お
も
し
ろ
い
！

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
好
評
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